
第４回砂防公開講座を実施しました。室内講義は鬼石多目的ホールで行い、野外学習は
譲原防災センター他２箇所を見学しました。

受講生の皆さんに砂防・防災について知ってもらうため、防災施設の役割や群馬県内に
おける災害発生状況や日頃からの防災対策についての講義を行いました。

第１４期 砂防公開講座

第４回 「大切なのは日頃の備え！防災について考える」 ２０１１．２．３ 参加者 ４８名

《室内プログラム》

・開講
・主催者挨拶
・藤岡市長挨拶
・事務局からのお知らせ
・講義

群馬県危機管理室係長
岡 田 浩 氏

・質疑応答

・普段、あまり身近に感じた事がないのでためになりました。
・防災に対する各自の取り組みと行政・地域の連携が大事だと思いました。
・全国の様子と群馬県内の様子もわかって良かった。
・野外学習では、普段入ることが出来ない場所に行けたので大変良かったです。
・今後もいろいろな面で防災を知りたい。

《野外プログラム》

・事業概要説明

・譲原防災センター見学

・譲原排水トンネル見学

・下久保ダム 見学
藤井副所長による主催者挨拶 新井藤岡市長による挨拶

～室内講義～「ぐんまの防災」
講師：群馬県危機管理室

危機管理・防災係長 岡 田 浩 氏

～野外学習～
譲原防災センター他２箇所見学

講師：万場出張所長 武井 浩行 氏

群馬県内の災害
発生状況や地域に
おける防災計画、日
頃からの防災対策
について講演してい
ただきました。

地すべり対策事業
や、防災施設の役
割等を説明して頂
きました。

＜参加者の感想＞
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